














































続殺欲に r~ しては、 6ヶ月後に運動を継続したいとい
う入が会捧の約8綴を占めていた。また運動継続:意欲
と逮動プログラムの日探達成度の間には中等度の務違
が認められ (pく.0俗、運動日擦を遼Jt(:できた入では
透成できなかった人に比較して、接続意欲が高い人の
鋭合が多い傾向にあった。運動自擦を遼成できた理由
としては、「自分の都合に合わせて遂銭jできたのでJ、
f歩数などの記録をしたのでJ、「歩数含?をつけたので」
があげられ、一方、皆様を達成できなかった潔iおとし
てはJ忙しかったので)、仁体の務子が慈くなったのでわ
i_絡にやる仲間や家抜がいなかったのでJがあげら
れたむつまり、プログラム婆協に関して考襟すると、
今部提供した家j廷で儲別に実務する運動が適合してい
た人においてもi擦遼!支援は潟く、一緒にやるf中間の存
在が必要であった人においてお様途成度は{まかったと
推察される o [まとめ}以上よ号、家経で実施できる
鱗単な運動プログラムであっても心身溜に効果が得ら
れ総統意欲を維持することができること、遂鑑jの段擦
を達成することにより運動の縫絞'意欲を高めることが
できることが紛らかになったo 1人での実施でiま遂還さ
実施が難しい人に対しでは築関実施を加えることが宥
効である可能性があることが示唆されたむ
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